
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
特
産
品
を
用

い
た
多
彩
な
料
理
が
提
供
さ
れ
、

昼
食
を
取
る
研
修
員
た
ち
も
興
味

津
々
の
様
子
で
慣
れ
な
い
は
し
を

動
か
し
て
い
た
。

　

優
れ
た
地
域
資
源
も
、
そ
の
ま

ま
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
る
。

篠
山
市
で
は
、
資
源
の
価
値
を
守

り
、
高
め
て
い
く
た
め
、
高
品
質

の
特
産
品
や
加
工
製
品
の
開
発
、

伝
統
的
な
町
並
み
の
保
存
、
伝
統

文
化
の
継
承
な
ど
、
住
民
の
ア
イ

デ
ア
と
行
政
の
施
策
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
精
力
的
に
続
け

て
い
る
。
05
年
に
は
、
特
産
品
振

興
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

特
化
し
た
「
丹
波
さ
さ
や
ま
黒
ま

め
課
」
を
市
役
所
に
新
設
。
農
協

と
連
携
し
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
悩
む
生
産
者
へ
の
支
援
や
商

品
の
品
質
管
理
の
改
善
、
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
「
黒
豆
検
定
」
制
度
を
導
入

し
た
り
、
「
黒
豆
販
売
解
禁
日
」

を
設
定
し
て
、
そ
れ
以
前
に
販
売

さ
れ
る
他
産
地
の
製
品
と
の
差
別

化
を
図
る
な
ど
、
「
丹
波
黒
」
の

ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
ユ
ニ
ー
ク
な
施

策
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

海
を
越
え
ア
フ
リ
カ
に

伝
わ
る
篠
山
の
誇
り

「
人
々
の
誇
り
で
あ
る
特
産
品

へ
の
思
い
や
、
そ
の
価
値
を
少
し

で
も
高
め
よ
う
と
努
力
す
る
生
産

者
、
行
政
の
姿
か
ら
何
か
を
感

じ
、
帰
国
後
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
す
の
は
、
研
修
の
運
営

を
担
う
（
特
活
）
篠
山
国
際
理
解

セ
ン
タ
ー
の
足
立
眞
理
子
事
務
局

長
。
研
修
で
は
、
大
分
県
の
一
村

一
品
運
動
の
関
係
者
、
市
の
特
産

品
開
発
担
当
者
が
講
義
し
た
ほ

か
、
市
内
の
農
協
や
直
売
所
を
視

察
。
ま
た
、
黒
豆
煮
や
黒
豆
甘
納

豆
、
ゼ
リ
ー
、
お
菓
子
を
製
造
す

る
加
工
業
者
、
こ
の
地
方
で
発
祥

し
１
８
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

「
丹
波
布
」
を
伝
え
る
伝
承
館
な

ど
も
訪
問
し
た
。
研
修
員
か
ら

は
、「
生
産
者
の
商
品
に
対
す
る
自

信
と
誇
り
が
印
象
的
」
「
加
工
製

品
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
ア

イ
デ
ア
が
多
彩
だ
」
「
伝
統
技
術

を
途
絶
え
さ
せ
ず
、
地
域
活
性
化

の
源
と
し
て
い
る
点
が
素
晴
ら
し

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

た
。

　

最
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ガ
ー

ナ
で
農
村
開
発
の
経
験
を
持
つ
清

家
政
信
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専

門
員
の
指
導
の
も
と
、
研
修
で
の

学
び
を
取
り
入
れ
た
行
動
計
画
を

作
成
。
「
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
を
加

工
し
た
多
品
目
商
品
の
開
発
と
、

生
産
者
団
体
の
組
織
化
」
（
セ
ネ

ガ
ル
）
、
「
住
民
主
体
の
特
産
品

開
発
を
支
援
す
る
地
域
資
源
セ
ン

タ
ー
の
設
立
」
（
マ
リ
）
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
篠
山
で
得
た
ヒ
ン
ト

を
生
か
し
た
地
域
振
興
策
を
発
表

し
た
。

　

藤
本
妙
子
・
同
セ
ン
タ
ー
副
代

表
理
事
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
住
民

総
出
で
特
産
品
開
発
に
乗
り
出
し

た
時
代
を
振
り
返
り
、
「
初
め
は

『
ホ
ン
マ
に
売
れ
る
ん
か
』
と
半

信
半
疑
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
は
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
名
の
通
る
製
品

を
作
り
上
げ
て
き
た
」
と
話
す
。

そ
ん
な
篠
山
の
経
験
が
、
海
を
越

え
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
奮

闘
す
る
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
「
篠
山

の
食
べ
物
、
風
土
は
ど
こ
に
も
負

け
へ
ん
」
と
自
負
す
る
彼
ら
に
と

っ
て
も
、
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
自

信
と
誇
り
を
再
確
認
す
る
、
大
切

な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
が
一
つ
に
な
っ
て

取
り
組
む
特
産
品
開
発

　

ご
飯
と
一
緒
に
ふ
っ
く
ら
炊
き

上
が
っ
た
大
粒
の
黒
豆
に
、
一
同

が
思
わ
ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

こ
こ
は
、
黒
大
豆
の
最
高
級
品
と

し
て
名
高
い
「
丹
波
黒
」
の
産

地
、
兵
庫
県
篠
山
市
に
あ
る
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
黒
豆
の

館
」
。
２
０
０
８
年
11
月
、
こ
の

地
を
舞
台
に
、
J
I
C
A
兵
庫
は

ア
フ
リ
カ
の
青
年
た
ち
が
日
本
の

地
域
振
興
の
経
験
を
学
ぶ
研
修
を

実
施
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
ル
ワ
ン
ダ
、

マ
リ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

の
4
カ
国
・
21
人
。
自
国
で
地
域

開
発
に
携
わ
る
若
手
の
行
政
官

や
、
起
業
し
て
特
産
品
開
発
を
進

め
る
経
営
者
た
ち
だ
。

　

美
し
い
里
山
風
景
が
広
が
る
篠

山
市
は
、
黒
大
豆
に
加
え
、
ク

リ
、
山
の
芋
、
マ
ツ
タ
ケ
、
猪
肉

と
い
っ
た
特
産
品
や
、
篠
山
城
下

の
伝
統
的
建
造
物
郡
な
ど
、
多
様

な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
る
。
「
黒

豆
の
館
」
は
、
特
産
品
の
開
発
・

販
売
、
観
光
客
へ
の
農
業
体
験
事

業
を
通
じ
、
新
し
い
農
業
の
展
開

と
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
を
進
め

る
地
域
拠
点
の
一
つ
。
行
政
の
支

援
を
得
な
が
ら
も
、
そ
の
運
営
に

は
生
産
者
を
中
心
に
住
民
が
主
体

的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
併
設
の

黒豆ゼリーの加工工場を視察。ゼリーは高級品
として料亭や百貨店などに出荷される

黒大豆畑を視察する研修員。「ほかの作物と比較してどれくらい収益性
があるのか？」「黒豆農家が抱える一番の問題は？」と質問が次々に飛ぶ

ユズやウメなど、さまざまな果実でワインを作る小さな醸造所を訪
問。「珍しいワインで地元を元気にしたい」との若オーナーの言葉が
研修員の胸に響いた

篠
山
市

兵
庫
県

1999年、旧多紀郡4町（篠山町、今田町、丹南町、西紀町）が
合併して誕生。面積377.61平方キロ、人口約45,000人。過
疎化・少子高齢化が進む地域を活性化させようと、合併後、
多くの住民が立ち上がり、行政と一体となって特産品や観光
資源の開発に努めている。国際交流事業や在住外国人の支
援を行う（特活）篠山国際理解センターが中心となり、市民
の国際理解を深めるとともに、途上国の人々に篠山の取り組
みを学んでもらうため、観光振興・地域振興などをテーマと
したJICAの青年研修を2005年より受け入れている。

兵庫県篠山市

地域と世界のきずな 第4回 

豊かな自然にはぐくまれた、四季折々の特産品で知られる兵庫県篠山市。
そんなふるさと自慢の品々を掲げて地域おこしに取り組む同市の経験を学ぼうと、
遠くアフリカから青年たちがやって来た。

ふるさとを元気に
地域の誇りで

篠山市
丹波布伝承館で糸紡ぎに挑戦。篠山市のお隣・
丹波市にある同館では、代々受け継がれてきた
技術をお年寄りが若者に伝えている

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
や
文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
、

住
民
と
の
交
流
も
行
わ
れ
た
。「
こ
う
し
た
経

験
を
き
っ
か
け
に
、市
内
に
住
む
外
国
人
と
の

交
流
や
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
れ
ば
」と
足
立

さ
ん

さ
さ
や
ま

き
よ

の
り
こ

か

ささ やま
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P22-P23：地域と世界のきずな／兵庫県篠山市


